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めぎ合いは、19世紀、東アジアが西洋に由来するグローバルな文明世界に組み
込まれて以来、さらに錯綜することになった。
本稿では、そのせめぎ合いの場において、どのような思惑がはたらいている
のかを、名づけを手がかりに簡単な整理を試みた。これによって境界をめぐる
問題や文明化をめぐる問題について、少し考えを深めることができたように思
える。
名づけや名乗りについて注目することで、マーチン・ルーサー・キングや刀
安仁という具体的な事例にも遭遇した。普通なら秩序形成における権力構造な
どと一般化して理解すれば、それで済むはずであるが、こうした特定された個
人の事例に遭遇したことによって、個別の場での、個々の事実や個人の内面に
即した、細やかな理解にたどりつける回路に出会ったかのようである。それは、
名前という個別性、固有性に関わる視角であればこその可能性なのかもしれな
い。どうやら、本特集で掲げた名前に関わるアプローチは、もう少し試行錯誤
をしてみる価値がありそうである。
中国語要旨
作为文明化的起名法―中华世界的中心·周边关系
本文是，关于中国与其周民族之间的关系，从起名法的角度来的考察。起名
的行为是往往“文明”的名义之下进行的。近代以前的东亚世界里，中国文明就
是中华，居于优越的地位。但是19世纪以后，由于西方的近代文明东渐而来，东
亚世界的秩序受到变动压力，起名的做法也有些变化。
文明の名づけ方
－103－
